
 

板鰓類研究会報 

第39号 

 

Report of Japanese Society for 

Elasmobranch Studies 

No. 39 

            

 

 

 
 

メガマウス 

 Megachasma pelagios  Taylor, Compagno & Struhsaker, 1983 

 

 

 

板鰓類研究会  2003年8月   August  2003 

Japanese Society for Elasmobranch Studies 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   名誉会長  水江 一弘 （長崎大学水産学部名誉教授） 

会  長    谷内 透    （日本大学生物資源科学部教授） 

副 会 長    仲谷 一宏  （北海道大学大学院水産科学研究科教授） 

   事 務 局    〒4248610 静岡市清水折戸3201 

            東海大学海洋学部水産学科内 

                         板鰓類研究会  田中 彰 

   Office        JAPANESE SOCIETY for ELASMOBRANCH STUDIES 

                C/O  Sho Tanaka 

                Department of Fisheries 

                School of Marine Science and Technology 

                Tokai University 

                3201 Shimizu-Orido, Shizuoka 4248610 

                JAPAN 

              * TEL;0543340411 (ex)2312,  FAX; 0543370239 

              * Email; sho@scc.utokai.ac.jp 

 



目  次 

 

 

谷内 透 

Toru Taniuchi 

   板鰓類研究会会則制定について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

Enactment of the regulations of JSES 

 

矢野 和成 

Kazunari Yano 

   石垣島の明石海岸に打ち上がったジンベエザメ・・・・・・・・・・・・・・・３ 

   Stranding of a whale shark, Rhincodon typus, from Akashi Beach, 

Ishigaki Island, Okinawa, Japan 

 

矢野 和成・杉本 匡・野村 義勝 

Kazunari Yanao, Tadashi Sugimoto and Yoshikatsu Nomura 

   青森県陸奥湾で捕獲されたオニイトマキエイとジンベエザメ・・・・・・・・・８ 

Capture records of manta ray, Manta birostris, and whale shark,  

Rhincodon typus, at Mutsu Bay, Aomori, Japan 

 

矢野 和成 

Kazunari Yano 

   ブラジル・マナウスで開催されたアメリカ板鰓類学会に参加して・・・・・・１４ 

      Attendance at AES meeting in Manaus, Brazil 

 

中野 秀樹 

Hideki Nakano 

   「サメ資源の持続的利用とまぐろ延縄漁業」に関するシンポジウム・・・・・１８ 

Symposium on "Sustainable utilization of shark resources 

   and tuna longline fishery" 

 

石原 元 

Hajime Ishihara 

      太平洋サメ研究センター訪問・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

Visit to the Pacific Shark Research Center, Moss Landing 

 

i 

 

 

 



 

 

田中 彰 

Sho Tanaka 

   シンポジウム「板鰓類研究の展望」開催・・・・・・・・・・・・・・・・・２６ 

   Symposium on "Prospect of Elasmobranch Studies" held in December, 2002 

 

図書紹介 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４１ 

New Publications 

   

    編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４２ 

    Editorial note 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ii 

 



 

- 1 - 

 

板鰓類研究会会則制定について 

 

板鰓類研究会会長 谷内 透 

 

板鰓類研究会（1988 年板鰓類研究連絡会を改称､英名 Japanese Society for Elasmobranch 

Studies）は 1977年の発足以来、特に会則を定めず,また会費も徴収せず、有志の奉仕で運営され

てきた。これは設立者の水江一弘先生（現名誉会長）のご意向によるところが大きい。先生は本

会を発展させるためには、会費を徴収せず、情報を提供することにより会員数を増加させるべき

だとの信念をお持ちであった。その後実務を引き継いだ現会長の谷内も、また現在会誌の発行と

発送に責任を持って当られている東海大学の田中教授もそのご意向を尊重して会費を徴収せず、

会則も定めずに現在に至っている。しかし、2 年に 1 回開催される東京大学海洋研究所における

シンポジウムの講演者も参加者も限られており、さらに年 1回発行される会報への寄稿者も少なく、

関係者の間にはこのままでは本研究会はじり貧になる可能性があるという危機感が生まれてい

た。過去のシンポジウムの総合討論の際、会則を作成し、研究会としての体裁を整えるべきだと

いうご意見もあり、西海区水産研究所石垣支所の矢野和成さんが中心になって、会則案が作成さ

れたが、日の目を見ないまま今日まで至った。 

2002年 12月に開催されたシンポジウムの席上で、この閉塞状況を改善するには新規会員、特

に若い人の加入が望ましく、そのためにはホームページの開設が必要であるとの意見が出された。

もちろん反対意見はなかったが、誰がどのようなホームページを作成するかの問題が残り、具体

的な提言は出されなかった。本年になり、遠洋水産研究所の中野秀樹さんがホームページ開設

に努力され、現在ようやく参照可能の状態になっている。しかし、新規に加入したいと思っても入

会規定もない状態では、入会希望者も戸惑うだろうということと、本格的に研究会として発展して

いくためには、会則をきちんと作成しておいた方がよいとの結論に達した。有志の間だけで一方的

に会則を決めるわけにもいかないため、本研究会報で会則案を示し、会員諸氏のご了解のもと、

正式に会則として発足させたいと願っている。なお、会則案の原案は矢野和成さんが作成したも

のをもとに若干の変更を加えたことを申し添えたい。ご意見のある方は事務局の田中教授もしく

は会長の谷内までお申し出願いたい。特に異論がなければ、10 月から正式の会則としてホーム

ページ上に掲載することをお認めいただいたものとする。なお、ご意見は9月中にいただければ幸

いである。本来ならば、総会を兼ねたシンポジウムの席上でご審議頂くべきであろうが、次回のシ

ンポジウムは 2004 年度を予定しており、1 年以上の空白期間があるため、紙面をお借りして提案

させて頂いた次第である。 

Elasmobranch や sharks をインターネットで検索すると、多数のホームページに行き当たるなか、

ようやくホームページが開設されたことは誠に喜ばしく、是非会員諸氏もホームページへの訪問

はむろんのこと、投稿等にもご協力願いたい。 
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                 日本板鰓類研究会会則（案） 

 

名  称  本会は日本板鰓類研究会(Japanese Society for Elasmobranch Studies)と称する。 

目  的  本会は板鰓類（軟骨魚類）研究の進歩と普及をはかることを目的とする。 

事  業  研究発表会、シンポジウム、講演会、会誌の発行等を行う。 

会  員  会員は学生会員と一般会員からなり、本会の主旨に賛同し、所定の入会手続きを終

えたものとする。学生会員は、高等学校、専門学校、大学、大学院に在籍しているも

のとする。 

役  員  本会に次の役員をおく。会長１名、副会長１名、総務幹事、編集幹事、会計幹事からな

る若干名の幹事をおく。役員は会員の中から選ぶ。 

役員の任期は原則として３年間とする。 

会長は会の運営が円滑に進むように責任を持つ。 

副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは代理を務める。 

総務幹事は会務を主管する。 

編集幹事は、ホームページ、ニュースレター、会員名簿、その他出版物の発行を行

う。 

会計幹事は、本会の会費、出版等の費用の管理と運営を行う。 

選考委員  本会には４名の選考委員をもうける。選考委員は、役員候補者を会員の中から選考

し、全会員に通知し、選挙あるいは承認作業を行う。選考委員は任期を３年間とし、

次期選考委員の選出と選挙あるいは承認作業も行う。 

会  費  会費は前納とする。学生会員は年額１０００円、一般会員は年額２０００円とし、一般会

員のみ１００００円を一括前納した場合には６年間分の年会費を納めたこととする。 

会  計  会計年度は１月１日に始まり、１２月３１日に終わる。 

 

 本稿を終えるに当り、本会会則の制定につきご尽力頂いた東海大学海洋学部・田中 彰教授、 

独立行政法人水産総合研究センター遠洋水産研究所・中野秀樹研究室長、同西海区水産研究

所石垣支所・矢野和成研究室長、東海大学海洋学部非常勤助手・堀江 琢博士に深甚なる感謝

の意を表す。 
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「サメ資源の持続的利用とまぐろ延縄漁業」に関するシンポジウム 

 

遠洋水産研究所 

中野秀樹 

 

 去る平成 15 年 7 月 11 日、宮城県気仙沼市において表題のシンポジウムが気仙沼市、唐

桑町、水産団体の共催のもとに開催された。当シンポジウムの開催目的は、これまでの国

際的なサメ保護の動きおよび、昨年のワシントン条約第 12回締約国会議におけるウバザメ、

ジンベイザメのワシントン条約付属書 II への掲載提案の採択等に危機感を募らせた関係者

が地域のサメ関連産業のありかたを広く知らしめ、その永続的な存続を願うことによる。 

 

 シンポジウムは関係者のあいさつの後、２題の基調講演が行われた。最初は私が演者と

なり「サメは減っているか？ サメ資源に関する研究経過」と題してサメ保護の歴史、世

界各地のサメ漁業、漁獲に弱いサメ、強いサメ、日本のはえなわ漁業が漁獲している外洋

性サメ類の資源状態を紹介した。次いで水産庁増殖推進部漁場資源課課長である小松正之

氏が「CITES 及び FAO を巡る国際情勢 サメ類・マグロ類の動向について」と称してサメ

保護をめぐる国際機関を舞台としたこれまでの経緯について説明されたが、今後の方向性

について示唆を多く含む講演であった。 

 

10 分間の休憩を挟んで、各界の代表をパネラーにすえて「サメ資源の持続的利用とまぐ

ろ延縄漁業について」と題したパネルディスカッションが行われた。コーディネーターは

先ほどの水産庁小松課長、パネラーとして斉藤徹夫氏（気仙沼地区近海鰹鮪漁業組合副組

合長）、村田勝正氏（気仙沼市水産加工業振興協議会会長）、吉崎清氏（社団法人大日本水

産会専務理事）、八木田宏氏（社団法人自然資源保全協会専務理事）、岩瀬昭典氏（株式会

社河北新報社論説委員）、高橋滉氏（株式会社古樹軒代表取締役社長）の 6 名の方々が壇上

に上がった。 

 

 その後、シンポジウムとして以下に示す気仙沼宣言を討議、採択し、国や地方自治体な

ど関係機関に配布、協力を要請することで閉会となった。シンポジウム閉会後、気仙沼市

内のホテル観洋で 18 時より懇親会が行われ、地元気仙沼、宮城県のほかに東京からも関係

者多数が参加し、ずいぶんと親しい顔にもお目にかかった。これまで国内的にはあまり関

心の持たれなかったサメ保護問題であるが、今後このようなシンポジウムがさらに開催さ

れる必要があると感じた次第である。 
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プログラム 

１３：００ 開演 

１３：３０ 開会 

      基調講演 

     「サメは減っているのか？～サメ資源に関する研究経過～」 

          独立行政法人水産総合研究センター遠洋水産研究所 

          浮魚資源部混獲生物研究室室長    中野 秀樹氏 

     「ＣＩＴＥＳ及びＦＡＯを巡る国際情勢～サメ類・マグロ類の動向について～」 

          水産庁増殖推進部漁場資源課課長   小松 正之氏 

      休憩 

      パネルディスカッション 

     「サメ資源の持続的利用とまぐろ延縄漁業について」 

        コーディネーター：水産庁増殖推進部漁場資源課課長   小松 正之氏 

        パネリスト：気仙沼地区近海鰹鮪漁業組合副組合長    斎藤 徹夫氏 

              気仙沼水産加工工業振興協議会会長     村田 勝正氏 

              社団法人大日本水産会専務理事       吉崎 清氏 

              社団法人自然資源保全協会専務理事     八木田 宏氏  

              株式会社河北新報社論説委員        岩瀬 昭典氏 

              株式会社古樹軒代表取締役社長       高橋 滉氏 

      気仙沼宣言採択 

１７：００ 閉会 

 

 

添付資料 

サメ資源の持続的利用とまぐろ延縄漁業に関する 

気仙沼宣言 

 

 四面を海に囲まれた我が国は､古来より、この豊かな海を守りつつ、その恵みを食文化に

取り入れ、先人の築き上げてきた多くの技術や知見の集積を継承し、海の恵みを提供する

産業としての漁業を発展させてきた。 

 

これらの恵みのうち、サメ類については、地域にとっての貴重な動物たんぱく源として
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のみならず、ヒレはフカヒレ、皮は皮革製品、軟骨は医薬品や健康補助食品、内臓からは

化粧品の原料となるスクアレン、そして美容に効果のあるコラーゲンと多くを利用しなが

ら、資源の有効活用を図っている。 

 

また、サメ類は、世界各国で漁獲・利用されており、食料としての重要性とともに、社

会経済的にも雇用・所得の供給源として位置づけられ、重要な漁業対象種となっている。 

 

しかしながら、環境保護団体や、持続的利用を否定する国々からは、科学的根拠の乏し

い資源保護を主張し、我が国固有の食文化をも否定する動きが多く見受けられ、特に、昨

年 11 月のワシントン条約締約国会議は適切な運用がなされず、多数決の結果、新たに 2 種

のサメが附属書に掲載され、今後、他のサメ類及び魚類への拡大が懸念される。 

 

2002 年に米国がサメヒレ採捕禁止法により本体のないサメヒレの陸揚げを制限し、さら

に、一部の環境保護団体が海亀類の混獲を理由にマグロ延縄漁のモラトリアムを要求して

いるように、科学的根拠に基づかないままに、産業としての漁業の経済性を無視した不必

要な規制の動きがある。 

 

 まぐろ延縄漁は、過剰漁獲や乱獲により資源の枯渇が叫ばれている中にあって、適切な

管理がなされれば、資源にやさしい漁法であるが、多くのサメ類資源が科学的に良好で持

続的な利用が可能であるにもかかわらず、行き過ぎた規制を受けることは、漁法自体の否

定につながるものであり、同漁業の存続の為にも、断固として阻止しなければならない。 

 

 したがって、ここ宮城県気仙沼市において開催の「サメ資源の持続的活用とまぐろ延縄

漁業に関するシンポジウム」に参集した私たち、漁業者、食品産業関係者、消費者、学識

経験者、科学者、行政官、約 420 名は水産資源に関する科学的データを収集し、持続的利

用を図ることの重要性を再認識のうえ、ともに以下の取り組みを推進していくことを宣言

する。 

 

1. 国連海洋法条約や国連公海漁業協定に規定される高度回遊性魚種であるサメ類が、 

ワシントン条約締約国会議において化学的根拠に基づくことのないままに規制を課さ

れることのないよう、データの収集・蓄積とその適切な活用に努めること。 

2. サメ類については、国連食糧農業機関（FAO）が定めた「サメ類保存管理の国際行動計

画に基づき、加盟国が国内行動計画を策定し持続的利用を図るよう、日本がリーダーシ

ップを発揮し、各国の協力体制を構築すること。 

3. 水産資源の管理は国連海洋法条約を基礎として、専門的な知見を有する FAO や適切な

地域漁業管理機関が行うべきであり、そのために、国、地方、民間等が連携を図り、よ
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り一層強力な外交の展開に努めること。 

4. 食糧を供給する地域の基幹産業としての重要性を認識し、まぐろ延縄漁業の存続のため

の資源に優しい漁獲を目指す技術の向上と漁船乗組員の人材育成を図ること。 

5. 豊かな海とその恵みに感謝するとともに、国及び地域の食文化を尊重しあい、水産資源

の有効活用を推進すること。 

6. サメ類や海亀類の混獲等を理由としたまぐろ延縄漁業の規制要求に対しては、商業捕鯨

モラトリアムの過ちを繰り返すことのないよう、どう漁業の健全性を訴え、その存続に

積極的に取り組むこと。 

 

 

 

 

        ヨシキリザメ Prionace glauca (Linnaeus,1758) 
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太平洋サメ研究センター訪問 

Visit to the Pacific Shark Research Center, Moss Landing 

石原 元 （太洋エンジニアリング株式会社） 

Hajime Ishihara, Taiyo Engineering 

 

 During the survey of the type specimens of an extinct species in Japan, 

Onchorhynchus kawamurae, I visited the Pacific Shark Research Center located in 

Moss Landing.  This is the one of four shark research centers under the National 

Shark Research Consortium, whose main objectives are: 1 Conduct and advance basic 

and applied scientific research on sharks, skates and rays; 2 Communicate scientific 

research and news about sharks; 3 Provide scientific information on sharks to public 

policy makes; 4 Expand scientific cooperation in national and international issues 

involving sharks and shark biology; 5 Increase public understanding of the biology and 

importance of sharks, skates and rays. 

 

はじめに 

本年８月５日より１１日までアメリカ合衆国に絶滅種クニマスのタイプ標本調査に出か

けた際に、モスランディングの太平洋サメ研究センターを訪問したので、ここに紹介する。

聞き慣れない名称と思うが、詳しくは後述する。 

 

クニマスについて 

 本題に関係はないが、クニマスについて簡単に説明する。近年の生物多様性保全の世界

的動きの中で、１９９０年代から国内でもレッドデータブック（ＲＤＢ）作成が開始され

た。魚類は１９９１年の環境庁の脊椎動物のＲＤＢ中で「汽水・淡水産魚類」について解

説された。その後、１９９９年２月１８日に環境省より「汽水・淡水産魚類」の新しいレ

ッドリストが発表され、更に本年５月に改訂されたＲＤＢが環境省により刊行された。い

ずれのリストにもクニマスは絶滅種として記載されている。 

 １９４０年、国の水力発電事業のために強酸性の玉川の河川水が流路を変えて田沢湖に

放水された。ここに数十万年から数百万年の種の歴史を秘めたクニマスは他の魚類と共に

死に絶え、種としては絶滅した。しかし、よく文献を見てみるとこの種（または亜種）が

科学史上で存在したのは極めて僅かな時間であったことが分かる。新種として記載された

経過としては、川村多実二京都大学教授がスタンフォ－ド大学教授の David Starr Jordan

に送った３個体に基づき、Jordan and McGregorが１９２５年の Carnegie Museum紀要

に記載したものが原記載となる。１９２５年に科学史上に登場し、１９４０年には絶滅し

てしまった訳である。その後、秋田県の関係者によるクニマス探しも功を奏することなく
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（移植放流されたものが生き残っている可能性があった）、この種は国内にある１０未満の

個体と、タイプ標本３個体でその実体を推定するしかない存在となっている。 

 Carnegie 博物館のタイプ標本はその後１９５２年にシカゴのフィールド博物館にホロタ

イプが、スタンフォード大学を経てカリフォルニア科学アカデミーにパラタイプ２個体が

移管された。今回、これらタイプ標本の３個体を観察したものである。 

 

サンフランシスコからモンテレーへ 

 カリフォルニア科学アカデミーに Sus Katoの迎えを受けて、チャイナタウンでの点心料

理の昼食後に彼の車でモスランディングに向かった。約２００ｋｍあり、約２時間半かか

る。モンテレー湾の北端がカーメル、南端がモンテレー、モスランディングはその中間に

位置する。研究所は数年前に地震で倒壊し、その後新設された研究センターは美しくまた

機能的にも整備されていた。 

 プログラムマネージャーの David Ebert の迎えを受け、館内を案内してもらう。Greg 

Caillietは所用で、夜のパーティーで会うという話であった。Davidの話で、驚いたことに

ガンギエイの分類や生活史をやっている女子学生が３人もいると言う。その後、彼女たち

に紹介され、Bathyraja（ソコガンギエイ属）の分類について標本を照合しながら意見を聞

かれることになった（写真１）。 

 

左より David Ebert、Colleena Perez、Chante’ Davis、石原 元、そしてカスベ 
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歓迎パーティーの夜 

 Gregが豪華なホテルをリザーブしてくれて、これも Pacific Shark Research Center の

予算だと言う。Sus と同室で、彼はシャワーは寝る前とのこと、私のみシャワーを浴びた。

午後７時にパーティー会場のモンテレーヨットクラブに向かうと、Gregが例の如く抱擁し

て迎えてくれた。こちらがドチザメのタイピンと日本酒をお土産に渡すと、暖かい言葉で

感謝してくれた。 

 マナウスのＡＳＩＨ年会の話、National Shark Research Consortiumの話、家族の話題、

何で一晩なんだ、もっといろよ、などと話題は尽きずに数時間が過ぎた。Susと Gregが会

うのは十年ぶりいやそれ以上とのことで、二人が話す時はこちらは蚊帳の外、二人と私が

話す時は何となく分かる英語であった。折しも David は８月８日が誕生日、パーマネント

ではないかも知れないがここにポストを得て幸せそうであった。他に、研究センターの

Wade Smith、モンテレー湾水族館の Henry Molletも参加した。Henryには翌日、水族館

を案内してもらった。  

 主菜は何にするかと訊かれてシーバスを選んだが、ここのシーバスは勿論スズキではな

く、また Lates calcaliferでもなく 、シマスズキ Roccus saxatilisであった。デザートの発

音が悪いと何度も直され、日本人がプレスリーの「Love me tender」を歌うと傍らの女性

がさすって来るので困ると言うジョークが大受けで、Gregが私の体をさすってくれた。そ

のデザートはアラモードアイスクリームとアップルパイ、女房にはこのデザートのことは

とても話せないというジョークもまた爆笑の渦だった（写真２）。 

 

パーティーの席で Gregと 
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太平洋サメ研究センター 

 アメリカのサメ研究者たちはサメ研究の大きな枠組みとして National Shark Research 

Consortiumを立ち上げた。Mote海洋研究所は Center for Shark Research、フロリダ大学

博物館が Florida Program for Shark Research、Virginia Institute of Marine Science が

Shark Research Programである。４つの研究所は個別に活動すると同時に、共同の枠組み

を保つ構えである。NMFS（国立海洋漁業局）とも緊密な連携を保ち、NPOA（National Plan 

of Action for the Conservation and Management of Sharks）を推進する。漁業規則・法も

その射程に入っている。詳しくはホームページ、www.flmnh.ufl.edu/fish/Sharks/NSRCを

ご覧頂きたい。 

 この Consortiumの活動で面白いと思ったのは、ガンギエイ類の分類や生活史への取り組

みが提唱されていることだ。日本語のサメ・エイ類は、英語では Sharks, Skates and Rays

となる。本当は Skates and Rays でエイ類なのだが、まるでガンギエイ類（skates）はサ

メ・エイ類以外のグループになっているかのようである。３０年も昔に恩師石山禮蔵先生

の薫陶を受けてガンギエイ類の分類を始めた時、こんなものを研究する奴は異常だと、先

生をも含めて思ったものである。それが、目下は最先端の研究になるとは、山の中の土地

を買っておいたら、そこに新幹線が通ることになったと言うようなものだろうか。 

 

Susとの別れ 

 Susはその後サンフランシスコまで送ってくれて、チャイナタウンやフィッシャーマンズ

ワーフのレストランを案内してくれた。今度はザリガニをご馳走するからと、８月なら家

が空いているからと、何度も誘いの言葉をかけてくれた。I left my heart in San Francisco、

私もまた、思い出をサンフランシスコに置いて来たようだった。 

 

（２００３年８月１５日終戦記念日） 

http://www.flmnh.ufl.edu/fish/Sharks/NSRC
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シンポジウム「板鰓類研究の展望」開催 
                                 田中 彰 

 

 昨年、１２月５，６日に表記のシンポジウムが東京大学海洋研究所の講堂にて開催さ

れた．研究発表演題は２１題で、前回のシンポジウムの時に生理学・生化学などに関す

る分野の話題が集まらなかったが、今回は４題の話題を発表していただき，また形態異

常のセションで３題の発表があった．総合討論では各話題についてまとめられ、今後の

問題点について話された。また，板鰓類研究会の今後の運営方針についても討議され、

数人で事務局を運営していくことが話された．各演題の内容については講演要旨を参照

されたい．今後、会員からのシンポジウムのテーマを募り，２年に１回の割合でシンポ

ジウムを開催し、会員の情報交換の場として利用したいと考えている．今年の１０月に

は申請書を提出しなければなりませんので，テーマを募集しますので積極的に事務局ま

で連絡願います． 

 参加延べ人数は５日に６７名、６日に３９名で１０６名、参加者は７１名であった． 

 

東京大学海洋研究所共同利用研究集会  
 

板鰓類研究の展望 
 

日   時： 2002 年 12 月 5 日（木）  9:55～17:00 

                  12 月 6 日（金）  9:15～16:35 

場   所： 東京大学海洋研究所 講堂 

〒169-8639 東京都中野区南台 1-15-1 Tel：03-5351-6342 

コンビナー： 谷内 透（日大生物資源）藤沢市亀井野 1866, Tel:0466-84-3687 

田中 彰（東海大海洋）清水市折戸 3-20-1, Tel:0543-34-0411 

海洋研対応者：  渡邉良朗（原政子）資源生態分野, Tel:03-5351-6502 

 

プ ロ グ ラ ム 
 

１２月５日（木） 

開会の挨拶       谷内 透（日大生物資源）            9:55～10:00 
 

Ⅰ．系統・分類 

座長：後藤仁敏（鶴見大歯学）  

１．ミトコンドリアゲノムによる現生板鰓類の系統進化                    10:00～10:30 

       白井 滋(日水研)･宮 正樹(千葉中央博)･井上 潤･西田 睦(東大海洋研) 

２．西部北太平洋におけるナヌカザメ属の分類                10:30～11:00 

       井上晋介・仲谷一宏（北大院水産科学） 

３．トラザメ科 Cephalurus属の分類及び形態学的特徴            11:00～11:30 

  高橋聖史・仲谷一宏（北大院水産科学） 

４．遠州灘で採集されたムツエラエイ類について              11:30～12:00 

       地村佳純･増田元保（碧南海浜水族館）･石原 元（太洋ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱） 

II．分布・生態 

座長：仲谷一宏（北大院水産科学） 

５．マダガスカルの河川域で捕獲された板鰓類                      13:15～13:45 

       谷内 透（日大生物資源）・石原 元（太洋ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱） 

       兵藤 晋（東大海洋研）･村上昌弘（東大院農）･田中 彰（東海大海洋） 

６．相模湾で漁獲される深海性軟骨魚類                   13:45～14:15 

       海老沢明宏・谷内 透（日大生物資源） 
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７．有明海の板鰓類に関する最近の話題                   14:15～14:45 

        山口敦子（長崎大水産） 

８．与那国島のアカシュモクザメの季節別な出現状態                 14:45～15:15 

              矢野和成（西海区水研･石垣）・谷口 修（ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽﾏｰﾘﾝ） 

III．形態異常 

座長：山口敦子（長崎大水産） 

９．第２背鰭を欠くオオテンジクザメの現状と今後の研究方向について      15:30～16:00 

手島和之（東北水研）・内田詮三･戸田 実（沖縄美ら海水族館） 

１０．ヨシキリザメの前部二重体５例について                16:00～16:30 

              後藤仁敏（鶴見大歯学） 

１１．板鰓類の生殖器官と精子に見られる奇形               16:30～17:00 

       田中 彰（東海大海洋） 

 

          － 懇親会(海洋研内) －                     17:15～ 

１２月６日（金） 

IV．資源 

座長：谷内 透（日大生物資源） 

１２．国際協力事業団のガーナ国水産開発調査で採集された板鰓類       9:15～9:45 

       石原 元（太洋ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱）・木本秀明（日本ｴﾇ･ﾕｰ･ｴｽ㈱） 

１３．トラザメ科魚類の年齢と成長                      9:45～10:15 

              堀江 琢・田中 彰（東海大海洋） 

１４．北太平洋におけるアオザメの年齢と成長および資源状態        10:15～10:45 

       仙波靖子（東大院農）･中野秀樹（遠洋水研）･青木一郎（東大院農） 

座長：矢野和成（西海区水研・石垣） 

１５．南半球における外洋性サメ類の資源状態                    11:00～11:30 

       押谷俊吾（東海大海洋）・中野秀樹（遠洋水研） 

１６．外洋性サメ類の資源状態                      11:30～12:00 

       松永浩昌・中野秀樹（遠洋水研） 

１７．漁業においてサメ混獲を最小にする様々な試み                12:00～12:30 

              石原 元（太洋ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱）･Boris Z. Frentzel-Beyme（ドイツ 

       板鰓類学会幹事）･Mike A. McCoy（ｼﾞﾚｯﾄｱﾝﾄﾞﾌﾟﾚｽﾄﾝ ｱｿｼｴｲﾂ） 

V．生理・生化学 

座長：田中 彰（東海大海洋）  

１８．海産板鰓類の尿素による体液調節                     13:30～14:00 

              兵藤 晋（東大海洋研） 

１９．サメの水飲みとホルモン                       14:00～14:30 

       竹井 祥郎（東大海洋研） 

２０．自然免疫における補体レクチン経路                  14:30～15:00 

       松下 操（東海大工学） 

２１．アフリカ南東部において捕獲された板鰓類の含窒素エキス成分に     15:00～15:30 

     関する研究 

       村上昌弘（東大院農）・品川 明・高橋文子（学習院女） 

田中 彰（東海大海洋） 

ⅤI．総合討論・提言                           15:45～16:30 

    司会：田中 彰（東海大海洋）・矢野和成（西海区水研・石垣） 

 今後の板鰓類研究 

 板鰓類研究会の活動 ほか 

閉会の挨拶          仲谷一宏（北大院水産科学）                  16:30～16:35 
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Symposium 
 

Prospect of Elasmobranch Studies 
 

Date:  December 5 (Thur)   9:55 – 17:00 

       December 6 (Fri)     9:15 – 16:35 

Place:  Ocean Research Institute (ORI), University of Tokyo 

       1-15-1 Minamidai, Nakano, Tokyo 

Conveners: Prof. Toru Taniuchi (Nihon University) 

           Prof. Sho Tanaka (Tokai University) 

Co-Sponsor: Section of the Biology of Fisheries Resources, ORI 
 

Program 
December 5 (Thur) 
 
Opening Address     Toru Taniuchi (Nihon Univ.)                             9:55-10:00 

I. Phylogeny・Systematics 

Chairman: Masatoshi Goto (Tsurumi Univ.) 

1. Phylogeny of living elasmobranchs based on mtGenomics                    10:00-10:30 

Shigeru Shirai (Japan Sea Nat. Fish. Res. Inst.), Masaki Miya(Nat. Hist. Mus. 

 & Inst., Chiba), Jun Inoue and Mutsumi Nishida (ORI, Univ. of Tokyo)  

2. Taxonomy of the genus Cephaloscyllium from the western North Pacific      10:30-11:00 

Shinsuke Inoue and Kazuhiro Nakaya (Hokkaido Univ.) 

3. Taxonomy and morphological features of the genus Cephalurus              11:00-11:30 

    Masafumi Takahashi and Kazuhiro Nakaya (Hokkaido Univ.) 

4. On the six-gill stingray, Hexatrygon cf. taiwanensis collected from            11:30-12:00 

     Enshu-nada off Atsumi Peninsula 

Yoshizumi Chimura, Motoyasu Masuda(Hekinan Seaside Aquarium) 

and Hajime Ishihara (Taiyo Engineering Co. Ltd.) 

Ⅱ. Distribution・Ecology 

Chairman: Kazuhiro Nakaya (Hokkaido Univ.) 

5. Elasmobranchs captured in river basins of Madagascar                      13:15-13:45 

   Toru Taniuchi (Nihon Univ.), H. Ishihara (Taiyo Engineering Co. Ltd.), S. Hyodo     

(ORI, Univ. of Tokyo), M. Murakami(Univ. of Tokyo), and S. Tanaka(Tokai Univ.) 

6. Deep-sea cartilaginous fishes captured in the Sagami Bay                   13:45-14:15 

Akihiro Ebisawa and Toru Taniuchi (Nihon Univ.) 

7. Topics on elasmobranchs in Ariake Sound                                  14:15-14:45 

Atsuko Yamaguchi (Nagasaki Univ.)  

8. Seasonal occurrence of the scalloped hammerhead, Sphyrna leweni,          14:45-15:15 

     at Yonaguni Island, Okinawa 

Kazunari Yano (Seikai Nat. Fish. Res. Inst., Ishigaki Tropical. St.) 

 and Osamu Taniguchi (Diving Service Marlin)  

Ⅲ. Abnormal features 

Chairman: Atsuko Yamaguchi (Nagasaki Univ.)  

9.  Present status and proposed research plan for the tawny nurse shark       15:30-16:00  

      lacking the second dorsal fin 

Kazuyuki Teshima (Tohoku Nat. Fish. Res. Inst.), Senzo Uchida and  

Minoru Toda (Okinawa Churaumi Aquarium) 

10. Five duplicitas anterior specimens of the blue shark, Prionace glauca,       16:00-16:30 

      from Japan 

Masatoshi Goto (Tsurumi Univ.) 

11.Malformation of reproductive organs and sperm in elasmobranchs           16:30-17:00 

Sho Tanaka (Tokai Univ.) 
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Beer/Wine/Cheese Social 
 

December 6 (Fri) 
 
Ⅳ. Fisheries・Stock 

Chairman: Toru Taniuchi (Nihon Univ.) 

12. Elasmobranchs collected in the fisheries development survey                 9:15-9:45 

      in Ghana (JICA) 

Hajime Ishihara (Taiyo Engineering Co. Ltd.) and  

Hideaki Kimoto (Japan NUS Co. Ltd.) 

13. Age and growth of catsharks, Scyliorhinidae, in Japan                      9:45-10:15 

Taku Horie and Sho Tanaka (Tokai Univ.) 

14. Age, growth and stock status of shortfin mako shark in the North Pacific    10:15-10:45 

Yasuko Senba (Univ. of Tokyo), Hideki Nakano (Nat. Res. Inst. Far Seas Fish.) 

and Ichiro Aoki (Univ. of Tokyo) 

Chairman: Kazunari Yano (Seikai Nat. Fish. Res. Inst., Ishigaki Tropical St.) 

15. Stock status of pelagic sharks in the Southern Hemisphere                 11:00-11:30 

Shungo Oshitani (Tokai Univ.) and Hideki Nakano (Nat. Res. Inst. Far Seas Fish.) 

16. Stock status of pelagic sharks                                            11:30-12:00 

Hiroaki Matsunaga and Hideki Nakano (Nat. Res. Inst. Far Seas Fish.) 

17. Various attempts to minimize the shark bycatch in the fisheries            12:00-12:30 

Hajime Ishihara (Taiyo Engineering Co. Ltd.), Boris Z. Frentzel-Beyme (Secretary, 
 German Elasmobranch Society) and Mike A. McCoy (Gillett, Preston and Associates, Inc.) 

Ⅴ. Physiology・Biochemistry 

Chairman: Sho Tanaka (Tokai Univ.) 

18. Urea-based osmoregulation in marine elasmobranchs                      13:30-14:00 

Susumu Hyodo (Ocean Res. Inst., Univ. of Tokyo) 

19. Hormonal regulation of drinking in dogfish                               14:00-14:30 

Yoshio Takei (Ocean Res. Inst., Univ. of Tokyo) 

20. The lectin complement pathway in innate immunity                       14:30-15:00 

Misao Matsusita (Tokai Univ.) 

21. Extractive nitrogenous compounds of the elasmobranchs captured          15:00-15:30 

      in the southern East Africa 

Masahiro Murakami (Univ. of Tokyo), Akira Shinagawa, Fumiko Takahashi 

(Gakushuin Women’s Coll.) and Sho Tanaka (Tokai Univ.) 

Ⅵ. General Discussion and Proposal                                         15:45-16:30 

Chairmen: Sho Tanaka (Tokai Univ.) and Kazunari Yano (Seikai Nat. Fish. Res. Inst., 

Ishigaki Tropical St.) 

Closing Address         Kazuhiro Nakaya (Hokkaido Univ.)                  16:30-16:35 

 

 

 

 

          アイザメ；Centrophorus atromarginatus 
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――図書紹介―― 

 

 「サメのおちんちんはふたつ」と「サメガイドブック」の紹介 

 

東海大学海洋学部  田中 彰 

 

 当研究会報の３７号で谷内透会長が２冊の本を紹介した後，サメ類に関する日本語の

書籍が標記の２冊，出版されている． 

 「サメのおちんちんはふたつ」は当研究会の仲谷一宏副会長が書した本で，こどもか

ら大人まで楽しめる本である．サメに関するちょっとした疑問に答えられるように目次

は４つの章の内容を細かく区分し，興味あるところからでも読めるようになっている．

内容は著者の今までの研究にも反映し，深みがあり，魚類学を専攻する学生諸氏にも非

常によい読本となっている．挿入されている写真や図も様々な疑問に答えられるように

取り入られており，読者に対する細やかな配慮がなされている．会員の諸氏には是非一

読してもらいたい本である． 

 

・「サメのおちんちんはふたつ」  仲谷 一宏 著 築地書館，２００３年８月刊 

   定価： 本体 1,900円＋税 

 

 「サメガイドブック」は Andrea Ferrariと Antonella Ferrariによってイタリア語

で書かれた「Tutto: Squali」を御船淳・山本毅の両氏が訳し，谷内透会長が監修した本

である．２００１年７月に発行されているので会員の方はすでにご存じのことと思うが，

掲載されているカラー写真が何ともすばらしい．ほとんどすべての写真が生きている自

然状態でのものであり，サメは海の中ではこんなにも優美な体型をし，色彩を備えてい

るのだと感心する．副題は「世界のサメ・エイ図鑑」となっており，１００種以上のサ

メ・エイの写真が載せられている．しかしながら，監修者が「監修にあたって」で述べ

ているように内容的にサメ賛美の色彩が強い点がある．監修者の配慮により専門用語は

巻末に解説されており，内容が理解できるようになっている．水中に潜りサメを見る機

会はなかなかないので，この本のすばらしい写真と解説を通して読者もサメに対する興

味をふくらませてみては如何かと思う． 

 

・「サメガイドブック，世界のサメ・エイ図鑑」  A&A・フェッラーリ 著， 

御船淳／山本毅 訳，谷内 透 監修， TBSブリタニカ，２００１年７月刊 

定価： 本体 3,500円＋税 
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編集後記  

 

・本会報表紙のメガマウスの写真は2003年８月７日午前４時３０分に静岡県御前

崎沖７ｋｍの地点でサバ巻網船により混獲され，沼津魚市場に水揚げされた全長

約4.2m，体重460kgの雄です．日本では正式に記録されている個体は今回で６個体

目にあたります．静岡県からは遠州灘海岸と焼津小川港の定置網での写真記録が

あり，３個体目になりますが，桜エビ漁業の漁師さんからは時化が近づく前にオ

タマジャクシのような大きなサメが入網したが逃がしたとのことを聞いている．

熊野灘から２個体報告があり，紀伊半島から伊豆諸島の黒潮の北側に出現するよ

うである．この個体はまだ詳しい調査をしておりませんので速報としてここに示

しました．今後，珍しいサメが出現した場合，それらを記録として蓄積していく

と重要な情報となりますので、研究会としても記録していきたいと思います．  

・今回は「板鰓類研究会会則の制定」ということで谷内透会長にその趣旨を述べ

てもらいました．今までのようなボランティアに頼った会ではなく，会員相互で

作り上げていく会にするために昨年のシンポジウムでも意見がありましたように

会則を制定し，運営していこうと思います．今後，運営体制を充実し、より内容

のある会報としていきたく思います．  

また，ホームページを中野秀樹さんの協力により作成しております．そちらにも

アクセス願います(http://jses.ac.affrc.go.jp). 

・前号における誤植の訂正をお願いいたします．  

ページ６：図版II．４と５の説明が逆  

ページ８，11：ナヌカザメ(2h)の属名の変更  

Cepaloscyllium→→→→Cephaloscyllium 

・引き続き会報を希望される方はお手数ですが、受領書を事務局までお送り下さ

い．  

・板鰓類に関する紹介、調査報告、文献紹介、何でも良いので幹事宛に原稿を送

っていただけると非常に助かります。会員皆様方の積極的な参加を望んでいます

のでよろしくお願いいたします . 

                                           （田中 彰 記）  

 

http://jses.ac.affrc.go.jp)./



